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北九州市立医療センター麻酔科医師です。日
本とドイツは共に工業国であり敗戦国であるこ
と、国民が勤勉で規律正しいことなどから小学
生の頃から興味と親しみを持っていました。趣
味はクラシック音楽です。高校の数学の先生が
用語の説明をドイツ語も使ってしていたことも
あり、ドイツ語は憧れの言葉でした。ドイツの
文化、歴史に触れたいと思い入会しました。宜
しくお願いします。
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大学院修士課程にて独仏関係史を研究してお
ります。ドイツ文化により深く触れるべく、入
会させていただきました。日独協会がご提供さ
れている様々な企画を通じ、少しでも「ドイツ」
への理解を深められればと思っております。何
卒よろしくお願い申し上げます。
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2019年４月より福岡大学人文学部に赴任し
ました、須藤秀平と申します。福大の先生方に
勧められて入会しました。昭和62年生まれの若

手（たぶん）教員です。以前は京都に住み、非
常勤講師として京都、大阪、奈良の大学でドイ
ツ語を教えていました。ドイツはハンブルクや
ハノーファーといった、商業的な伝統のある街
が好きです。2013/14年にベルリンに留学して
いました。お酒とペンギンが好きです。よろし
くお願い申し上げます。
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ドイツ語を始めたきっかけは、もう８～９年
も前の事、息子がドイツに留学し、私がドイツ
に遊びに行くことにした少し前になります。
先ずは、「ドイツ語をしゃべって、息子を驚か
せてやろう」と思った事です。
それと、彼の世話にならなくても一人であち
こち行けるようにと思い、頑張りました。
結果は、ホテルではドイツ語を使ってみるも
のの、普段は英語が通じました。
悔しいので、そのまま２年続け、何回かドイ
ツに行きましたが、結局息子が帰国した時まで
に独検３級程度、やめたらすっかり忘れてしま
いそうで、忘れながら、今もって続けています。
趣味は、クラッシックの歌曲やオペラのアリ
アをうたうことです。
コーラスには入っていませんが、個人レッス
ンに通っています。
こちらも、カメの歩みですが、14年目になり
ました。みな様、よろしくお願いいたします。
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事務局報告

Ⅰ．2019年度会員動向
（1）	2019 年度入会個人会員 19 名（内 2名法人指名会員） 
（2）	2019 年度退会個人会員 17 名（内 3名物故者）
（2）	2019 年度末在籍会員
	 名誉会員：6名　　
	 法人会員：4法人
	 個人会員：137 名（一般 89 名、家族 7名、青年 25 名、学生 8名、法人指名 8名）

Ⅱ．2019年度活動報告

１．諸会議
（1）	2019 年度定期総会
	 2019 年度定期総会 2019 年 4 月 21 日（日）16：00 〜 17：00、KKR博多
	 出席 35 名、議案書通り可決
（2）	理事会
	 第１回理事会　2019 年 10 月 26 日（土）（西部ガス会議室 14）：出席 15 名
	 決議：未
	 今年度（2019 年度）のクリスマス会の開催形式について自由に意見を交換した。
	 第 2回理事会 2020 年 2 月 15 日（西部ガス会議室 14）：出席 14 名
	 決議：2020 年度定期総会（本会）議案について

２．2019年度例会等の諸行事報告
【4月例会】2019 年 4 月 21 日（日）理事会＋評議会＋総会＋卓話＋懇親会（KKRホテル博多）
	 講師：アントン・シュヴァイツァー氏（九州大学教授、日本美術）
	 卓話：京都からドイツへ：元禄の押絵雛の再発見
	 （Von Kyoto nach Rastatt: Die Wiederentdeckung von Textilarbeiten aus der Ära Genroku）
	 出席 38 名　懇親会 33 名
【5月例会】2019 年 5 月 25 日（土）（九州大学）
	 九州大学伊都キャンパスツアー
	 （イーストゾーン、展望室、西洋史研究室、独文研究室、中央図書館、椎木講堂）
	 出席 17 名　懇親会 15 名
【6月例会】2019 年 6 月 29 日（土）（KKRホテル博多）
	 講師：川口史氏（ＪＲ九州セコム株式会社代表取締役社長、非会員）
	 卓話：�日本の鉄道・ドイツの鉄道―日蘭大陸横断レールクルーズ・ユーラシア大陸横断14,000km

鉄道の旅
	 出席 45 名　懇親会 38 名
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【7月特別例会】2019 年 7 月 13 日（土）（福岡大学）
	 �「第 4回ドイツ語スピーチコンテスト 2019 年」（西日本日独協会後援）に合わせ来福されるケー
ラー大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事の講演

	 参加者多数
【8月例会】�2019 年 8 月 24 日（土）鉄板焼きレストラン eins「暑気払い：秋まで待てない！オクトーバー

フェスト」
	 出席 27 名
【10 月例会】2019 年 10 月 26 日（土）（パピヨン 24）
	 講師：宮﨑亮（外科医・木村病院副院長）
	 卓話：「Hanse- und Universitätsstadt Rostock 600-800」（ハンザ＆大学都市ロストック 600-800）
	 出席 31 名　懇親会 24 名
【12 月例会】2019 年 12 月 19 日（木）例会「クリスマス会」（KKRホテル博多）
	 企画：クリスマス実行委員会
	 出席 80 名　
【2月例会】2020 年 2 月 15 日（土）例会＋懇親会（パピヨン 24）
	 講師：落合桃子（福大講師、ドイツ美術）
	 題名：卓話「C. D. フリードリヒとドイツの美術館」 C. D. Friedrich und die Museen in Deutschland

	 出席 30 名　懇親会 25 名

３．委員会活動
（1）	年報 43 号発行	 2019.6.13．
（2）	ドイツ語教室
	 春期：受講者 52 名　秋期：受講者 48 名
（3）	2019 年度ユース委員会活動報告
	 ◆ JG-Youth Connect in Gunma ～ Camping 週末リラックス ぐんまで体験！ドイツ的休日
	 　日時：2019 年 9月 28 日（土）～ 29 日（日）
	 　場所：群馬県吾妻郡高山村大字中山 6853 高山村みどりの村キャンプ場
	 　対象：�全国の日独協会青年会員及び日独ユースネットワーク（JG-Youth）役員、ドイツの文化

等に関心のある非会員（ユース中心として年齢問わず！）
	 　内容：�JG-Youth総会、ハロープログラムメンバーによるパネルディスカッション、交流ワーク

ショップ、日独をテーマにした BBQ・懇親会、コンテンツ「ドイツマニアッククイズ
（Deutsch  Geek   Quiz） in 群馬」開催、「伊香保温泉とドイツ人博士の歴史を訪ねる」探
索会

	 　参加者数：東京、群馬、大阪、香川、福岡、北海道、新潟の日独協会のメンバーが参加
	 　日本人：25 名（お子さん 2 名含む）、ドイツ人 2 名：合計 27 名
	 ◆ JG-Youth Connect in Kagoshima（番外編）
	 　日時：2019 年 2 月 10 日（月）
	 　場所：�鹿児島県鹿児島市上荒田町 17-37 ベルギービールバー麦酒本舗
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	 　対象：群馬開催時と同じ
	 　内容：�鹿児島日独協会メンバー、鹿児島大学の安東清先生とゼミの学生さんとの懇親会。前後

2日間で、「鹿児島で探すドイツ！」探索会（ハム・ソーセージ工房「ふくどめ小牧場」
などドイツ関連の店舗、施設の訪問）開催。

	 　参加者数：鹿児島、大阪、福岡の日独協会のメンバーが参加
	 　日本人：12 名、ドイツ人 1名：合計 13 名

４．後援
（1）	2019.7.13.第 4回ドイツ語スピーチコンテスト九州
	 賞品として「クリスマス会招待券」5枚を提供
（2）	9.16.～ 9.22.シュタイナー教育 100 周年 / 福岡シュタイナー学園 10 周年記念
	 場所：福岡市 NPOボランティアセンターあすみん

５．協力
	 福岡日仏協会主催 9月例会における卓話
	 日時：2019 年 9 月 3日（火）18:30 ～ 20:30
	 会場：アンスティテュ・フランセ九州 5F
	 講師：岡嶋泰一郎氏
		  　（�西日本日独協会会長、医学博士、社会保険仲原病院院長、 国立病院機構小倉医療センター

名誉院長）
	 卓話：「医学、音楽、そしてドイツ」
	 日独協会からも参加者多数
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Ⅲ．2019年度協会収支決算報告、留学生基金収支決算報告および会計監査報告
　　 ― 2019年4月1日～2020年3月31日 ―

１．2019 年度協会会計収支決算
（1）	【収入】（金額単位：円）

費　　目 項　　目 予算 決算 増　減
（決算－予算）

前年度繰越金 705,154 705,154 0

運営費

個人会員 660,000 615,000 -45,000
法人会員 100,000 260,000 160,000
年報広告費 110,000 150,000 40,000
寄　付 0 0 0
雑収入 846 12,704 11,858
運営費計 870,846 1,037,704 166,858

活動費 例会等行事 1,100,000 883,000 -217,000

事業費
（ドイツ語教室）

今期前受金 777,000 777,000 0 
春期受講料 163,000 272,012 109,012
秋期受講料 900,000 955,000 55,000
次年度前受金 700,000 766,780 66,780
事業費計 2,540,000 2,770,792 230,792

合　　　計 5,216,000 5,396,650 180,650

（2）	【支出】

費　　目 項　　目 予算 決算 増　減
（決算－予算）

運営費

事務所家賃 240,000 240,000 0
光熱・水道費 60,000 52,038 -7,962
電話代 90,000 86,478 -3,522
インターネット 5,000 13,296 8,296
人件費　 300,000 280,000 -20,000
事務経費 40,000 22,376 -17,624
通信・印刷費 70,000 52,277 -17,723
会議費 0 0 0
渉外費 30,000 27,696 -2,304
旅費交通費 30,000 15,390 0
ユース活動支援費 0 0 0
年報発行費 200,000 192,240 -7,760
雑費 10,000 3,212 -6,788
予備費 10,000 0 -10,000
運営費計 1,085,000 985,003 -99,997

活動費 例会等行事 1,100,000 902,805 -197,195

事業費
（ドイツ語教室）

春期教室経費 800,000 759,266 -40,734
秋期教室経費 800,000 702,000 -98,000
事業費計 1,600,000 1,461,266 -138,734

合　　　計 3,785,000 3,349,074 -435,926

　　【決算（総括）】（単位：円）
収　入 支　出 差　額

繰越金 705,154 0 705,154 
運営費 1,037,704 985,003 52,701 
活動費 883,000 902,805 -19,805 
事業費 2,770,792 1,461,266 1,309,526 

合　　計 5,396,650 3,349,074 2,047,576 繰越金　1,280,796
注：この繰越金の中には、ドイツ語教室の次年度春期受講料前受金（766,780円）が含まれる。
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（3）	2019 年度　留学生基金　収支 ― 2019 年 4 月 1日～ 2020 年 3 月 31 日 ―
留学生基金収支 収入 支出 残高

　　　 前年度繰越 253,200 253,200
2019年12/20例会　留学生招待7名 17,500 235,700
同日例会で募金 29,930 265,630
次年度繰越 283,130 17,500 265,630

2019年度西日本日独協会会計および留学生基金監査報告書

　　西日本日独協会
　　会長　岡嶋 泰一郎 殿

　�　�2019年度（2019年4月1日～2020年3月31日）の西日本日独協会会計および留学生基金について、諸
帳簿、収支決算書、預金通帳および関係資料に基づき監査した結果、その内容が適正かつ経理事
務が正確であることを報告します。

2020年4月10日   
監事　北芝　幹怡　印
監事　福元　圭太　印

Ⅳ．2020年度活動計画

１．諸会議
（1）	総会　2020 年度定期総会　2020 年 4 月 5日（日）～ 12 日（日）　メール会議
（2）	理事会　必要時に随時招集　協会事務所または例会会場にて
（3）	全国日独協会連合会総会　詳細未定
（4）	日独ユースネットワーク総会　詳細未定

２．例会等の行事
2020 年 4月 12 日（日）総会（メール会議に移行）
	 　卓話：中止
2020 年 6 月 13 日（土）「ドイツ語スピーチコンテスト」＋例会（福岡大学）
	 　講演：佐藤慶治（鹿児島女子短期大学児童教育学科専任講師・バリトン歌手）
	 　題名：翻訳唱歌と国民形成（仮題） 
	 　企画：企画委員会
2020 年 8 月 22 日（土）例会「暑気払い」（キリンビール福岡工場）
	 　14:00-15:00　ビール工場見学（希望者のみ：他の協会のユース会員も誘う）
	 　15:00-16:00　例会　講演
	 　場所：工場併設のキリンビアファーム　貸切スペース　収容人員 36 名
	 　講演者：キリンビール福岡工場副工場長 黒杭隆政氏
	 　演題：未定（ドイツのビールとマイスター制度など）
	 　16:00 〜 18:30　ビアパーティ　講演後引き続き同じ部屋で、会費 4000 円（未確定）飲み放題
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	 　企画：企画委員会
2020 年 10 月 24 日（土）例会＋懇親会（KKRホテル博多）
	 　講演：須藤秀平（会員）
	 　題名：フォルクとネーション（仮題）
	 　企画：企画委員会
2020 年 12 月 17 日（木）例会「クリスマス会」（KKRホテル博多）
	 　企画：クリスマス実行委員会
2021 年 2 月 27 日（土）例会＋懇親会（パピヨン 24）
	 　講演：石川謙介（九州医療センター精神科部長）
	 　題名：ミュンヘン工科大学滞在記（仮題）
	 　企画：企画委員会
（予告：2021 年度主要日程　総会：4月 25 日（日）クリスマス会：12 月 16 日（木））

３． 委員会活動および事務局
（1）	年報編集　年報第 44 号　発行 2020 年 6 月初旬　年報第 45 号　編集
	 個人広告の復活　⅓頁 3,000 円、½頁 5,000 円
（2）	ドイツ語教室講師：児島裕哲、本田和親（協会事務所）、
		  　　　　　　　シュトロートホフ・マーティン（天神ビルとカフェ・ル・ブルトン（予定））
	 2020 年度春期 2020 年 3 月 25 日～ 2020 年 7 月 22 日　2020 年度秋期月日未定
（3）	�事務局局員の勤務：原則として金曜日 12 時～ 15 時とし、繁忙月（3、4、9月等）は状況に応じ

火曜日にも勤務する。事務局宛メールは同時に事務局員宅にも着信する。

４．共催・後援・支援
（1）	後援
	 2020 年 6 月（予定）第５回ドイツ語スピーチコンテスト九州　主催 : 在福 3大学有志

（2）	共催　2021 年 2 月（予定）第 11 回福岡で楽しむ EU　主催 : 福岡 EU協会

◎診療時間　月・火・水・金／9：00～12：30　14：00～18：00
　　　　　　木・土／9：00～12：30
◎休診日　　日・祝日

〒811-2417 篠栗町中央4－15－12
TEL 092-947‐0358　FAX 092-947-1058
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Ⅴ．2020年度協会会計収支予算
　　 ― 2020年4月1日～2021年3月31日 ―

１. 【収入】（金額単位：円）
費　　目 項　　目 前年度 2020年度

予　　算　 決　　算 予　　算 前年予算比
前年度繰越金 705,154 705,154 1,280,796 575,642 

運営費

個人会員 660,000 615,000 660,000 0 
法人会員 100,000 260,000 100,000 0 
年報広告費 110,000 150,000 110,000 0 
寄　付 0 0 0 0 
雑収入 846 12,704 846 0 
運営費計 870,846 1,037,704 870,846 0 

活動費 例会等行事 1,100,000 883,000 1,100,000 0 

事業費
（ドイツ語教室）

今期前受金 777,000 777,000 766,780 -10,220 
春期受講料 163,000 272,012 173,220 10,220 
秋期受講料 900,000 955,000 900,000 0 
次年度前受金 700,000 766,780 700,000 0 
事業費計 2,540,000 2,770,792 2,540,000 0 

合　　　計 5,216,000 5,396,650 5,791,642 575,642 

２. 【支出】（金額単位：円）
費　　目 項　　目 前年度 2020年度

予　　算　 決　　算 予　　算 前年予算比

運営費

事務所家賃 240,000 240,000 240,000 0 
光熱・水道費 60,000 52,038 60,000 0 
電話代 90,000 86,478 90,000 0 
インターネット 5,000 13,296 5,000 0 
人件費　 300,000 280,000 300,000 0 
事務経費 40,000 22,376 40,000 0 
通信・印刷費 70,000 52,277 70,000 0 
会議費 0 0 0 0 
渉外費 30,000 27,696 30,000 0 
旅費交通費 30,000 15,390 30,000 0 
ユース活動支援費 0 0 30,000 30,000 
年報発行費 200,000 192,240 200,000 0 
雑費 10,000 3,212 10,000 0 
予備費 10,000 0 100,000 90,000 
運営費計 1,085,000 985,003 1,205,000 120,000 

活動費 例会等行事 1,100,000 902,805 1,100,000 0 

事業費
（ドイツ語教室）

春期教室経費 800,000 759,266 800,000 0 
秋期教室経費 800,000 702,000 800,000 0 
事業費計 1,600,000 1,461,266 1,600,000 0 

合　　　計 3,785,000 3,349,074 3,905,000 120,000 

　　【予算（総括）】（単位：円）
収　入 支　出 差　額

繰越金 1,280,796 0 1,280,796 
運営費 870,846 1,205,000 -334,154 
活動費 1,100,000 1,100,000 0 
事業費 2,540,000 1,600,000 940,000 

合　　計 5,791,642 3,905,000 1,886,642 繰越金　1,886,642 
注：この繰越金の中には、ドイツ語教室の次年度春期受講料前受金（700,000円）が含まれる。
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2020年度役員等名簿

� （敬称略）

１．名誉職
　　　名誉会長　　田中優次　在福岡ドイツ連邦共和国名誉領事、西部ガス㈱相談役
　　　顧　　問　　池田紘一　九州大学名誉教授

２．役員
　　　会　　長　　岡嶋泰一郎　国立病院機構小倉医療センター名誉院長、社会保険仲原病院院長
　　　副 会 長　　小黒康正　　九州大学大学院教授
　　　　　　　　　高崎隆一　　㈱西日本マネジメント開発代表
　　　　　　　　　宮崎亮　　　木村病院副院長
　　　事務局長　　福元圭太　　九州大学大学院教授
　　　理　　事　　�荒木啓子、緒方愛実、加藤元也、ゴツィック ･マーレン、堺雅志、佐田正之、�

田口武史、藤真理、中村直樹、舩津邦比古、ホルスト ･スウェン、御手洗淳、�
村上康子、葉照子

　　　監　　事　　藤野成爾

３．委員会　（委員長○印、および委員）
　　　企画委員会　�　　　　○�小黒康正、荒木啓子、岡嶋美佐子、小黒百合、加藤元也、松野正邦、

村上康子、山崎勝幸、葉照子
　　　年報編集委員会　　　○田口武史、冨重純子、藤真理、中村直樹、池田奈央
　　　ドイツ語教室委員会　�○�堺雅志、児島裕哲、シュトロートホフ ･マーティン、平松智久、�

本田和親
　　　日独ユース委員会　　○緒方愛実、ゴツィック ･マーレン、田野武夫、平松智久、森光一郎

４．事務局
　　　福元圭太（事務局長）、中村直樹（Web-master）、喜多村由布子（事務局員）
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〈名称及び事務局〉
第１条　本会は、西日本日独協会と称する。
第２条　本会の事務局を福岡市に置く。

〈目　　　的〉
第�３条　本会は日独両国間の学術・経済・文化
面の交流を助長し、あわせて両国民の親善を
図ることを目的とする。

〈事　　　業〉
第�４条　本会の目的を達成するために、次の事
業を行う。
１�．例会の開催（ドイツあるいは日独交流の紹
介、会員の親睦など）
２．ドイツ語教室の運営　
３．両国学生交流の支援
４．年報の発行
５．目的に沿う催事の主催・共催・後援

〈会　　　員〉
第�５条　本会の会員は名誉会員、法人会員、個
人会員、青年（40歳未満）会員、家族会員、
学生会員とする。　
１�．名誉会員、法人会員は理事会の同意を得て
会長が決定する。
２�．個人会員、青年会員、家族会員、学生会員
は会員の推薦により理事会で確認する。
３�．法人会員に所属する者２名以下を個人会員
（会費無料）登録することができる。

〈役員および顧問〉
第６条　本会に次の役員・名誉会長・顧問をおく。
１�．会長１名、副会長３名以内、事務局長１名、
理事若干名、監事２名
２�．役員は理事会で推薦し、総会の承認を得る。
任期は２年、再任可とする。
３�．会長、副会長、事務局長は理事の互選とす
る。
４�．理事会の推薦により、会長は名誉会長、顧
問を委嘱することができる。

〈委　員　会〉
第�７条　本会は下記の委員会ほか、必要に応じ
て委員会を設け、委員長を理事の中から選ぶ。

１�．企画委員会、ドイツ語教室委員会、年報編
集委員会、日独ユース委員会

２�．委員長は、理事及び会員の中から委員を選
ぶことができる。

〈会　　　議〉
第�８条　本会の会議は、総会、理事会とする。
議事は出席者の過半数をもって決定する。

１�．総会は年１回以上会長が招集する。総会に
付議する事項は以下の通り。

　�①活動計画、報告　②予算、決算　③役員承
認　④会則変更　⑤他重要事項

２�．理事会は会長が必要に応じ招集し議長とな
る。付議事項は以下の通り。

　�①活動状況　②財務状況　③総会付議事項　
④役員の推薦　⑤他重要事項

〈会　　　計〉
第�９条
１�．本会の会計は、会費、事業（ドイツ語教室）
などの収入をもって充てる。

２�．年会費は法人会員１口20,000円以上任意、
個人会員6,000円、青年会員4,000円、家族会
員3,000円、学生会員1,000円とする。

３．会費を２年間滞納した場合は退会と見なす。
４�．会計年度は毎年４月１日から翌年３月31日
までとし、期末には監事の監査を受ける。

５．事務局スタッフを有給とすることができる。
〈付　　　則〉

第10条
１�．本会則上の疑義が生じた場合は、理事会で
対応し、事後、総会で承認を得る。

２．この会則は2019年４月21日から発効する。
注：�2018年４月20日以前に入会の青年会員に
は入会当時の会費規則を適用する。

西日本日独協会会則
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� （2019 年度末現在）敬称略

１．名誉会員：６名
大河内 Roswitha　　Dr. Gross, Helmut　　Haimer, Heyo E.　　Hofmann, Klaus R.

Dr. Knof, Wolfgang　　Dr. Stickel, Gerhard

２．法人会員：４法人
城島印刷（株）、西部ガス（株）、南州農場（株）、篠原公認会計士事務所グループ

３．個人会員：137名　○印は2019年度新入会員
明石英俊、麻生誠、荒木啓子、有吉千佳、井口アーデルハイト、池田紘一、池田園子、
○池田奈央、石村善治、井口哲也、板部忠佑、今井宏昌、梅野健、臼井和実、江口舞、
大久保里香、大澤遼可、岡嶋泰一郎、岡嶋美佐子、緒方愛実、○奥山若菜、小黒康正、
小黒百合、落合桃子、折登美紀、尾張充典
垣本知子、上加世田和文、萱野通子、加藤元也、加藤道子、
カスパリ・エルネスト＝ゲオルク、川上達也、カスパリ佳代、○川口史、北芝幹怡、
喜多村由布子、桑原康子、○剣持邦彦、○神代正臣、○古賀浩一、古賀淳子、古賀友子、
児島裕哲、ゴツィック・マーレン、小沼和夫、小林武治郎、小松和子
三枝保子、堺雅志、○坂本隼人、佐田正之、佐藤秀美、嶋田洋一郎、島松和正、
清水真弓、シュトロートホフ・マーティン、○シュヴァイツアー・アントン、白土浩司、
實原隆志、○篠原俊、○須藤秀平、瀬戸泰生
髙﨑隆一、髙田淑、高木康裕、高柳英子、多田裕子、立花雅子、楯岡和子、田野武夫、
高松美菜子、○瀧下真由美、武田利勝、竹下亜希子、田口武史、○谷口博文、
○種子田実希、○垂門剛、土井美弥子、土井章斗、土井和重、藤真理、冨重純子
中里公哉、長澤和賀子、永野秀子、○中須麻衣子、中村和子、中村直樹、○永元康夫、
南州マイスターヴェルク店長、二本木一哉
畠田美智代、橋本佳奈、橋爪晴美、廣田義幸、平野智香、平松智久、東原正明、
福嶋まみ、福元圭太、藤野成爾、舩津邦比古、二又美穂子、ホルスト・スウェン
ホルスト陽子、本田和親、増田博美、松野正邦、松本浩二朗、御手洗淳
御手洗史子、南優美、宮﨑亮、ミヒェル・ヴォルフガング、宮原郷士、宮原悦子
○宮村紀久子、村上康子、村上浩明、諸岡須賀子、森光一郎、森永誠之、安川洋
山崎勝幸、山本明子、山本成宏、葉照子、横川洋、横川寛、ライヒャルト・アンドレ
脇崇晴、分山邦子、○渡邊秀水、渡部正和、○渡邊裕一

2019年度中の物故会員：久保寛展、末永直行、二村英俊
久保寛展様、末永直行様、二村英俊様　謹んでご冥福をお祈りします。

会員名簿
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西日本日独協会年報　第44号（2020）

編集後記

　年報第44号をお届けいたします。今号より、田口武史が編集の責を担うこととなりま
したが、新型コロナウィルスへの対応に追われ、半年近く発行が遅れてしまいました。
やむをえない状況があったにせよ、会員の皆様、ご執筆くださった皆様には多大なるご
心配、ご迷惑をおかけいたしましたこと、心よりお詫び申し上げます。
　2019年度に行われた協会行事について、９本のご報告およびご感想をいただきまし
た。皆で講師のお話に耳を傾け、饗宴での語らいをとおして理解を深めてゆく―そう
したこれまでの活動がいかに豊かでかけがえのないものであったか、ご寄稿を拝読し改
めて痛感する次第です。
　とはいえ、この災禍が過ぎ去るまでは、しばし我慢。岡嶋会長のお言葉にございます
とおり、我々の理性と品格が試されています。メルケル首相は、「これは歴史的な課題
であり、心をひとつにしてこそ克服できる（Dies ist eine historische Aufgabe und sie ist 
nur gemeinsam zu bewältigen.）」のだと訴えかけました。名作の舞台や旧友を訪ねて再
びドイツを旅すること、そしていつか、わいわいと「ドイツ会館・福岡」に集う日が来
ること、そうしたことをそれぞれの場所で、しかし一緒に想像する力が、このニュー・
アブノーマルな日々を過去のものとすることでしょう。
　末筆ながら、広告をお寄せいただきました各社のご厚意に深謝申し上げます。

2019 年度　年報編集委員会委員長　田口武史　
（委員　藤真理、冨重純子、中村直樹、池田奈央）
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